
  

 

豊かな未来
社会を実現
するイノベー
ションの推進

◆脱炭素に貢献する新ビジネスの
創出

❶再エネや分散電源を有効に活用するスキーム
や技術の開発
❷電力の付加価値に着目した新規ビジネスの
提供

①分散型電源の制御／ブロックチェーンを使った
電力取引／エネルギーマネジメントシステムに関
する技術開発
②AIを活用した電力予測技術の開発
③アグリゲーションに関する技術実証の推進
④国内・海外での事例研究・調査・交流

脱炭素社会
に向けたエネ
ルギーソ
リューションの
提供

❶「再エネ比率拡大／追加性のある再エネの
拡大／エネルギー利用の効率化」につながる商
品・サービスの提供比率を継続的に拡大する
※2022年度中に数値目標を決定

❷当社が提供する電力の排出係数を下げる
※2022年度中に数値目標を決定

①環境配慮型メニューの拡大
･電力小売に占めるkW割合40％以上
②脱炭素ソリューション提供実績の拡大
・2022年度提供計画の達成
・新サービスリリース（再エネアグリゲーション、オフ
サイトPPA、自己託送 等）
・組織再編、教育、広報活動

◆社会の再エネ比率拡大

◆追加性のある再エネの拡大

◆エネルギー利用の効率化

ダイバーシ
ティ＆インク
ルージョンの
推進

❶多様な人材の活躍を推進する環境の整備

❷従業員が心身ともに健康を維持し安全安心
な生活がおくれるような環境の整備

❸個々の能力・特性を活かしたイノベーション推
進環境の整備

①エネルギーやサステナビリティに関する学びの実
施
②従業員の活躍の場の拡大につながる施策の
実現
③心身の健康推進に関わる施策の企画・実施
④人と人とのアイデア交換が活発に行われる仕
組みづくり

コンプライアン
ス

❶人権･購買ルール・情報セキュリティ・製品・
サービスの安全に関する違反・事故ゼロ
❷事業継続計画(BCP)の更新と訓練の毎年
実施
❸ボランティア活動の活性化
❹KDDIグループの削減目標（2030年に
2019年比50％削減）に沿った脱炭素推進

①信頼されるガバナンス体制の構築に向けた各
種規程の整備ならびに企業倫理活動の推進
②エナリスの持続可能な責任ある調達方針・ガイ
ドライン策定
③事業継続計画(BCP)の更新と訓練の実施
④教育分野におけるボランティア活動の実施
⑤社員個人のボランティア活動を支援する仕組
みの導入
⑥職場環境における脱炭素施策の実施

2022年度取組

◆「人の成⾧」と「エナリスの成⾧」の
両立

◆ワークとライフの相乗効果の推進

◆健康推進

◆イノベーション推進環境の醸成

◆信頼あるガバナンス体制の構築

◆持続可能な事業体制の構築

◆ボランティアを通した社会貢献

◆自社活動の脱炭素推進

マテリアリ
ティ

テーマ 2024年度目標



  


